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あかりんちゅとは  

あかりんちゅとは、寺社などからやむなく廃棄されてしまう蝋燭、通称「残ろう」を回収・再利用し、手作りキャンド 

ルの販売、キャンドルナイト・キャンドル作り教室の開催を行っている。モットーは「エコでスローな夜を。」  
 

OKB street 6th Anniversary Candle Night  

  12月 1日に岐阜県大垣市の OKB street６周年とイルミネーション点灯式

を盛り上げるためキャンドルナイトを行いました。あかりんちゅは有難い

ことに、OKB streetが出来て以来毎年呼んでい頂いています。今年の規模

は例年と同様の 1000個でした。今年度は「OKBstreet6th」の文字を中心

に、季節感を意識した雪だるま、ハートや星をつくって豪華に演出しまし

た。大垣共立銀行さんのお手伝いもあり、スムーズに、より良いものが作

れました。セレモニー前から点灯していたため、セレモニーに集まったお

客さんたちが声をかけて下さることもありました。訪れた町の方々には

「綺麗だね」と喜んでいただけました。地域の盛り上げに貢献できる取り

組みであったと感じています。また、地域に密着した活動として、継続的

に参加させていただくことの重要性を感じました。 

 

地域の声  
 2019年、始めて滋賀県立大学のあかりんちゅさんの活動を

知り、私ども、浄土真宗本願寺派教禅寺の「お盆のつどい」

で、手づくりキャンドル教室を開催いただきました。 

「お盆のつどい」には、幅広い年齢層の方にご参加いただき

ます。今後も、あかりんちゅさんとは、良きパートナーと

して、毎年の「つどい」にお手伝いをいただきたいと、あら

ためてお願いと、御礼を申し上げます。  （教禅寺さん） 
 

 

 

手作りのキャンドルは温かみがあっていい。  

(文化祭でキャンドルを購入してくださった方)  

 

 

 

 

昔ながらの方法でエコなのに綺麗で素敵。  

(キャンドルナイトにお越し下さった方) 

 

あかりんちゅ自慢！  

あかりんちゅの自慢といえば大きく言えば 3つあります。  

まずは Sプロジェクトであること。基本的にはイベントを行った

際の依頼料と販売の売上金で活動しています。  

２つ目は県内外、どこへでも行って活動できること。材料は自分

たちが全部持っていくため、体験教室は平らなところとコンセン

トが 1つあれば活動できます。このため、様々な人との交流の機

会があります。 

3つ目は様々な団体との関わりがあること。近江楽座の団体から

キャンドルナイト用のロウソクを作ってくださる福祉団体のジョ

ブカレさん、残ろうを集めてくださる滋賀教区浄土宗青年会さん

など、2 つ目に挙げた特性上、様々な人と関わって活動していけ

る団体です。 

 

成果と課題  
今年度はイナズマロックフェスに参加するなど初の試みも多く、あかりんちゅを知ってもらう機会も多かったといえるでしょう。キャンドル制作にも新

たな工夫を凝らし、様々な形のキャンドルを作ることで子ども達に興味を持ってもらうことにも繋がりました。課題としては、キャンドルを買ってくれ

た方、キャンドル教室に参加してくださった方などに、あかりんちゅの活動の意義を積極的に伝えていく必要があるのではないかと考えます。 







 

2020 年 3月 31 日発行 子ども学習支援サポーターズ発行 第 2号 

学サポ新聞 
ども学習支援サポーターズと

は。。。彦根市内や愛荘町にて子ども
の学習支援と居場所づくりのボラン
ティア活動を行う学生の集まりで
す。現在、12名のメンバーで活動中！ 

子 

楽しい食事を子ども達に！ 
「いただきます！」食堂に集まった人達の明るい声がした。２０１９年

４月から８月頃まで木曜日の活動場所である、ブライトクラスの食事

を学サポメンバーが担当した。毎週食材を買い、活動場所の調理

室を借りて食事を作った。子ども達に楽しんで食事をしてほしいと、

好き嫌いに合わせた調理をし、メニューも毎回変えるようにした。季

節を感じられるようにと、夏頃には夏野菜カレーを作った。どんな隠

し味を入れたのか当てるミニゲームをするなど、食べる以外でも楽

しめるように工夫した。調理を手の空いているサポーターが手伝っ

てくれることもあり、サポーター同士の交流を深める場にもなった。 

地域のお祭り子ども達と一緒に模擬店 
２０１９年１０月６日、２０日に地域のお祭り（平田町ウィ

ズフェスティバル、大薮町中地区文化祭）にて、普段の

活動で関わる子ども達、地域・学生サポーターが一緒

に、たませんとミニピザを調理し、販売した。子どもとサ

ポーターがアイデアを出し合い、お店をきりもりし、休憩

時間でほかの模擬店を見て回り、催し物を楽しんだ。

一生懸命にお店をしたり、お客さんの笑顔にうれしそう

に微笑む子どもたちの一面を見つけることができた。 

地域の声 
NPO 法人 Links の代表の柴田雅美です。子どもサポーターズのみなさん、今年１年も共に活動をしてくれてありが

とう。心から感謝しています。私たち NPO 法人 Links は、この一年も学び育ち LL教室、ひとり親家庭の子ども支援

活動、愛荘町学習支援教室、かめのこ子ども食堂など多くの子どもの居場所活動を行なってきましたが、みなさん

の存在がなくては活動が成立しませんでした。滋賀県立大学の子どもサポーターズとしてのオリジナルな企画や子

どもサポートへの提案によって、居場所活動が安定的かつ革新的に活動ができたと思います。ハロウィンやクリス

マス会の企画は子どもたちにも大人気でさすが子どもサポーターズでした。卒業していく子どもたちや大学生を送

り出す「卒業お祝い会」は、コロナウィルス感染症の影響で実施できなかったことが大いに残念で心のこりですね。

今年（2019 年度）は４月に多くのメンバーが加入されたこともあり、充実の一年になったのではないでしょうか。

2020 年度も引き続き、たくさんのメンバーが彦根や愛荘町の子ども支援活動に力を発揮していただけると期待を

膨らませています。これからもよろしくお願いします。NPO 法人 Links 代表 柴田雅美 

成果と課題 
多くの新メンバーが加わり、学習支援活動と、季節に合

わせたイベントを行うことができた。今年も新メンバーを

加えて、昨年度の振り返りを生かして活動していきたい。 

2019/12/16 クリスマス会わたゆき合戦のようす 

2019/1０/２０中地区文化祭出店 

2019/7/25 メンバーお手製の夏野菜カレー 





 

滋
賀
県
彦
根
市
上
岡
部
町
に
あ
る
古
い
民
家
に
て
、
①
家
の
改
修
、
②
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
③
瓢
箪
づ
く
り
、
を
三
本

柱
と
し
て
、
地
域
の
方
と
交
流
を
図
っ
て
い
く
活
動
を
し
て
い
る
。 

古
民
家
改
修
で
は
、
家
の
造
り
を
学
び
な
が
ら
学
生
自
ら
の
手
で
改
修
を
進
め
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
学
生
の
ア
イ
デ
ア
で
発

案
か
ら
企
画
、
運
営
を
行
い
、
地
域
の
方
や
古
民
家
に
関
心
の
あ
る
方
と
の
交
流
だ
け
で
な
く
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
を
招
い
た
グ

ロ
ー
バ
ル
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
る
。 

某
月
某
日
、
上
岡
部
へ

中
国
人
留
学
生
の
訪
れ

が
あ
っ
た
。
上
岡
部
の

古
民
家
で
、
節
分
に
即

し
た
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

 

古
民
家
の
改
修
要
員

が
欠
け
て
い
た
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
、救
世
主
が

現
れ
た
。環
境
建
築
デ
ザ

イ
ン
学
科
に
所
属
す
る

代
表
そ
の
人
で
あ
る
。ま

だ
記
憶
に
新
し
い
大
型

台
風
の
影
響
も
う
け
て

ま
す
ま
す
痛
み
が
激
し

く
な
る
神
岡
部
の
古
民

家
で
あ
っ
た
が
、壁
面
の

木
を
何
と
か
し
た
り
、住

み
着
い
た
蜂
を
ど
う
に

か
し
た
り
と
い
っ
た
程

度
で
「
改
修
」
と
い
う
ほ

ど
改
修
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
の
が
昨
年
度
ま

で
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、代
表
の
参
入

に
よ
っ
て
「
家
」
と
し
て

か
み
お
か
べ
古
民
家
活
用
計
画 

～
S
le

e
ping

 
B
e
auty

 

一
年
の
成
果
・課
題 

今
年
度
の
成
果
は

イ
ベ
ン
ト
開
催
を
通

し
て
地
域
の
方
と
の

交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
で
あ

る
。
課
題
と
し
て
は
、

地
域
行
事
に
積
極
的

に
参
加
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
今
後
は
上
岡
部
町

全
体
へ
と
視
野
を
広

げ
た
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
。 

改
修
に
希
望
の

 

れ
、
ビ
ン
ゴ
も
行
わ
れ

た
。
鬼
を
退
治
、
福
を

招
く
た
め
に
豆
ま
き

が
行
わ
れ
、
縁
起
を
担

が
ん
と
恵
方
巻
き
を

必
要
な
細
々
と
し
た
機

能
の
た
め
の
改
修
に
気

を
配
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
。 

夏
に
は
引
き
戸
の
戸

車
改
修
が
行
わ
れ
た
。

戸
車
と
は
戸
の
開
け
閉

め
を
容
易
に
す
る
た
め

の
車
輪
の
こ
と
で
あ

る
。劣
化
し
、動
き
に
く

く
な
っ
て
い
た
も
の
を

新
し
い
戸
車
に
替
え

え
、
調
節
す
る
と
い
う

も
の
だ
。 

代
表
は
「
引
き
戸
に

空
い
て
い
る
穴
を
、
新

し
い
戸
車
が
は
ま
る
よ

う
に
何
度
も
確
認
し
な

が
ら
削
っ
た
り
補
修
し

た
り
す
る
作
業
が
一
番

難
し
か
っ
た
。
今
後
は

こ
ま
め
に
潤
滑
ス
プ
レ

〈地
域
の
声
〉

地
域
の
方
か
ら
は
、

「
一
年
間
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。皆

さ
ん
に
は
、地
域
の
た

め
に
古
民
家
を
活
用

し
な
が
ら
維
持
管
理

を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。今
後
も
継

続
し
て
多
数
の
学
生

さ
ん
に
参
加
し
て
こ

の
上
岡
部
町
、
又
、
稲

枝
地
区
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
い
て
、活
性

化
し
て
い
け
ば
良
い

か
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。」
と
の
声
を
い
た

だ
い
た
。 

作
っ
て
食
べ
た
。
留
学

生
か
ら
は
中
国
の
風
習

に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ

ー
も
あ
り
、
有
意
義
な

文
化
交
流
に
な
っ
た
模

様
だ
。
留
学
生
は
、
日

本
の
伝
統
家
屋
に
落
ち

着
か
な
い
様
子
で
あ
っ

た
も
の
の
、
ビ
ン
ゴ
の

番
号
を
読
み
上
げ
る
な

ど
し
て
、
楽
し
げ
な
笑

顔
に
溢
れ
た
。
地
域
の

子
供
達
も
、
学
生
と
紙

飛
行
機
を
作
っ
た
り
、

古
民
家
の
庭
で
遊
ん
だ

り
と
、
積
極
的
な
ふ
れ

あ
い
が
う
か
が
え
た
。

参
加
メ
ン
バ
ー
は
、「
多

く
の
人
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
て
良
か
っ
た
。
反

省
点
も
あ
る
の
で
、
活

か
し
つ
つ
今
後
も
頑
張

り
た
い
。」
と
話
す
。 

ー
を
す
る
な
ど
し
て
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
続

け
た
い
。」と
話
し
た
。 

留
学
生
い
ら
っ
し
ゃ
い‼

 

2020 年３月 31 日 



田
の
浦
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
田
の
浦F

C

学
生

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

昨
年
度
も
私
た
ち
田
の
浦
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
学
生
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
が
中

心
と
な
っ
て
運
営
を
行
う
「
海
の
大

運
動
会in

田
の
浦
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

漁
港
を
活
か
し
て
、
海
の
玉
入
れ
、

海
の
綱
渡
り
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

ま
で
楽
し
め
る
ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
地
域
内

外
を
問
わ
ず
、
な
ん
と
二
〇
〇
人
以

上
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。ま

た
、
新
競
技
「
ア
ク
ア
チ
ュ
ー

ブ
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ペ

ア
に
な
っ
て
巨
大
な
チ
ュ
ー
ブ
の
中

に
入
り
、
息
を
合
わ
せ
て
前
進
で
き

た
距
離
を
他
の
チ
ー
ム
と
競
う
と
い

う
も
の
。
フ
ラ
フ
ラ
に
な
り
な
が
ら

も
進
む
姿
を
見
て
、
参
加
者
だ
け
で

な
く
見
て
い
た
人
た
ち
も
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

今
年
度
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
負
け

な
い
よ
う
な
運
動
会
に
す
る
た
め
に
、

よ
り
一
層
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
も
の

を
目
指
し
て
企
画
し
て
い
き
ま
す
！

ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス

昨
年
度
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
一

一
人
も
入
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
湖
風

祭
へ
の
出
店
や
防
災
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
参
加
な
ど
、
様
々
な
活
動
が
で

き
ま
し
た
。

今
年
度
は
も
っ
と
当
チ
ー
ム
の
活

動
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、SN

S

や
動
画
配
信
サ
イ
ト
で
の
情
報
発
信

に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
！

成
果
と
課
題

田
の
浦
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
学
生
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
は
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
支
援
を
目
的
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
今
で
は
、
宮
城
県
南
三
陸

町
歌
津
田
の
浦
地
区
の
方
々
と
協
力

し
な
が
ら
、
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
海
の

大
運
動
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
な
ど
・
・
・
。

活
動
を
通
し
て
田
の
浦
の
方
の
お

人
柄
に
触
れ
る
こ
と
で
、
地
域
を
盛

り
上
げ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
、
物
理
的
な
距
離
を
超
え
た
つ
な

が
り
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
は
「
か
み
お
か
べ

古
民
家
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
さ
ん

と
合
同
で
行
っ
た
防
災
イ
ベ
ン
ト
や
、

湖
風
祭
で
の
出
店
な
ど
、
滋
賀
県
で

の
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介











 

 

 
今回はおとくら家主・応援隊長である加藤義朗さんからコメ

ントを頂いた。加藤さんはおとくらを一番知っている家主さん

であり、年度当初より「2019年は、おとくら 10周年イヤー、

何かしましょうよ」と提案してくださっていた。10 周年記念

イベント終了後には、「本当にみなさんの発想で、いいイベン

トになりましたね。また、当日花束のプレゼントもしていただ

きうれしかったです。」と語ってくださった。また、加藤さん

は「いっぱいみなさんと行動を共にしてなぜおとくらが 10年

続いたか、答えがわかりました。それは、メンバーが変わって

もみなさんがおとくらで楽しんでいるから！今年は、たくさん

メンバーが増え 久しぶりに男子も入り 雰囲気最高です！ ま

だまだ “おとくら進化中”を合言葉にこれからも楽しんでくだ

さい。」とこれからのおとくらへの期待を寄せてくださった。 

 

 
今年度は例年に比べて大幅にメンバーが増え、イベント

や普段の喫茶営業など、これまでよりも活気づいた。高宮

小カーニバルへの参加や、高宮小学校 3 年生の授業協力

にも参加することができ、小学生との交流を深めるなど、

今年度は新たな取り組みが可能となり、交流の範囲を広げ

ることができた。 

また、今年度は 10周年記念事業を 5つ実施した。メン

バーの 10周年に対する気持ちは大きく、おとくら全体で

大きな事業を成し遂げることができた。 

課題は、おとくら主体の、高宮町に住む人を巻き込んだ

イベントを実施できていないことだ。声をかけていただい

て参加する、おとくら関係者を集めてイベントを行うだけ

でなく、高宮町、中山道を盛り上げるために自分たちが企

画、運営するイベントを実施していきたい。 

おとくらの活動を通してたくさんの出会いがあり、貴重

な経験もさせていただいた。おとくらプロジェクトが 10

年目を迎えることができたのは多くの方々のサポートが

あってこそだと、強く実感した年であった。おとくらを支

えてくださっている方々への感謝を忘れずに、これからも

メンバー全員で楽しみつつ、おとくらの役割を考えて活動

していきたい。 

 
 

おとくら新聞 発行日 

２０２０年３月３１日 

おとくら１０周年記念事業 

おとくらは２０１９年度で１０周年を迎えた。それを記念して、１０周年記念事業を５つ行った。 

①１０周年記念メニューコンペ(8/10) 

おとくらメンバー5 チームでコンペを行い、高宮地域の方々８人に審査していただきおとくら 10 周年記念メニューを

決定した。『チーズケーキ＆パイナップルミルクスムージー』が選ばれ、10 月からおとくらで商品化された。 

②10 周年記念コンサート・パーティー(9/22) 

メンバーの手によって生まれ変わった宮尾邸にて、おとくらに関わるすべての皆様に感謝の気持ちを伝えるコンサート

とパーティーを開催した。高宮地域の方々、おとくら関係者、ＯＢ・ＯＧの方をお招きし、10 周年記念メニューのお披

露目やメンバー手作りの記念ムービーを上映し、みんなで楽しい時間を過ごした。 

③おとくら 10 周年あゆみ展(9 月中) 

ギャラリ―輪々と喫茶全体を使って、おとくらの 10 年分の写真を年度ごとに展示した。 

④おとくら 10 周年記念冊子の作成 

⑤劇団ひととせさんによる公演(9/13～16) 

 

 
 

おとくらプロジェクトは「ギャラリー喫茶おとくら」

を活動の中心として地域活動への参加、イベント開催な

どによって高宮の地域活性化を目的としている団体であ

る。喫茶運営が主な活動内容であり、シフト制でおとく

らのメンバーがスタッフとして入っている。組織はイベ

ント班、ギャラリー班、メニュー班、広報班に分かれて

いる。それぞれイベントの企画・実行、毎月作家さんが

変わるギャラリースペースでの展示、新メニューの考

案、おとくら通信の発行や情報発信を行っている。 

おとくらプロジェクトってなあに？ 

 

 
おとくらの自慢できるところは、挽きたての豆を使ったコー

ヒーを提供する喫茶店であると同時に「人と人をつなげる場

所」としての役割を果たしていることだ。学生はお客さんとの

おしゃべりを通して、様々な知識や知恵を得ることができ、そ

の一方で学生は大学での経験や学んだことを話す。このように

私たち学生はお客さんとの会話を楽しみながら営業している。 

ちょっと聞いてよ！おとくら自慢 

地域の声 

成果と課題 

④記念冊子 

①メニューコンペ 

②コンサート 

②パーティー 

③あゆみ展 



政
所
茶
新
聞

政
所
茶
の
P
R
活
動

イ
ナ
ズ
マ
ロ
ッ
ク
フ

ス
出
店

新商品の開発

地
域
の
方
の
声

活

成
果
と
課

１
年
間
の

業
と
苦
労

発行
政所茶レン茶”－

近江楽座
活動報告新聞

滋賀県立大学

今
年
度
は
政
所
茶
を
使
っ
た

商
品
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

学
園
祭
で
あ
る
湖
風
祭
で
は
政

所
茶
の
番
茶
を
使
っ
た
、
お
茶

漬
け
を
開
発
し
て
販
売
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
方
に
買
っ
て

夏
に
は
か
き
氷
の
シ
ロ
ッ

プ
を
開
発
し
ま
し
た
。
ほ
う

じ
茶
の
粉
を
使
用
し
て
、
試

作
を
繰
り
返
し
、
完
成
し
ま

し
た
。

TTP

の
方
々
が
行

わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
て

私
た
ち
の
活
動
の
メ
イ
ン
と

な
っ
て
い
る
の
は
茶
畑
の
維
持

管
理
で
す
。
彦
根
か
ら
車
で
約

１
時
間
か
け
て
通
っ
て
い
ま
す
。

畑
作
業
は
お
茶
摘
み
を
は
じ
め

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
お
茶
摘

み
で
は
、
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な

く
一
般
参
加
の
方
を
多
く
募
り

賑
や
か
に
行
い
ま
し
た
。
三
日

月
大
造
知
事
に
も
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
参

加
者
の
方
に
は
後
日
、
新
茶
を

郵
送
し
て
自
分
た
ち
で
摘
ん
だ

お
茶
を
飲
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
新
茶
摘
み
が
終
わ
る
と
番

茶
刈
り
を
し
ま
し
た
。
天
候
に

恵
ま
れ
ず
、
例
年
よ
り
も
収
穫

量
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
大
変
良
い
お
茶
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で

は
お
茶
の
収
穫
に
つ
い
て
の
作

業
で
し
た
が
、
本
当
に
苦
労
す

る
の
は
ス
ス
キ
刈
り
・
落
ち
葉

入
れ
・
草
む
し
り
で
す
。
ス
ス

キ
刈
り
は
夏
場
に
ス
ス
キ
を
大

量
に
稲
刈
り
鎌
で
切
り
、
畑
に

ま
き
ま
す
。
落
ち
葉
入
れ
は
山

や
道
の
側
溝
に
あ
る
落
ち
葉
を

集
め
て
そ
れ
を
畑
に
入
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
業
は
体
力
的
に
も

精
神
的
に
も
非
常
に
堪
え
る
作

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

こ
の
作
業
に
よ
っ
て
お
茶
の
味

が
決
ま
っ
て
く
る
の
で
、
手
を

抜
か
ず
、
み
ん
な
で
頑
張
り
ま

し
た
。

今
年
は
甲
賀
市
で
同
じ
よ
う

に
お
茶
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る

方
と
の
交
流
を
持
つ
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
違
う
産
地
の
生
産

者
の
意
見
は
と
て
も
新
鮮
で
あ

り
、
今
後
の
お
茶
づ
く
り
に
活

か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
も
地
道
に
頑
張
り
ま
す
。

若
い
人
（
大
学
生
）
が
政
所
と
い

う
小
さ
な
集
落
に
、
定
期
的
に
通
っ

て
く
れ
て
い
る
だ
け
で
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
地
元
出
身
の
人
た

ち
の
多
く
が
、
お
盆
や
お
正
月
く
ら

い
し
か
帰
っ
て
こ
な
い
な
か
、
１
年

を
通
し
て
政
所
を
訪
れ
て
く
れ
て
い

る
の
は
有
難
い
で
す
。
政
所
茶
の
生

産
農
家
さ
ん
た
ち
も
、
若
い
人
が
同

じ
よ
う
に
お
茶
づ
く
り
に
携
わ
っ
て

い
る
こ
と
で
、
張
り
合
い
も
出
て
い

る
と
思
う
の
で
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
後
は
お
茶
づ
く
り
だ
け
で
は
な
く
、

政
所
の
地
域
活
性
化
に
も
、
さ
ら
に

積
極
的
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
と
助

か
り
ま
す
。

茶
畑
で
作
業
を
し
て
い
る
と
地
域

の
方
々
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る

機
会
が
増
え
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
れ
は
非
常
に
嬉
し
い
こ
と
で
、
今

年
真
剣
に
畑
作
業
に
取
り
組
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の

出
店
も
昨
年
度
に
増
し
て
積
極
的
に

で
き
た
こ
と
も
大
変
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

一
方
課
題
も
あ
り
ま
す
。
畑
の
作

業
に
は
た
く
さ
ん
の
人
手
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
予
定
の
計

画
を
立
て
る
の
が
遅
く
、
メ
ン
バ
ー

の
多
く
が
参
加
し
ず
ら
い
環
境
と

な
っ
た
こ
と
は
反
省
し
、
来
年
度
の

作
業
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

新
茶
の
初
販
売
は
活
動
場
所
の
奥

永
源
寺
で
行
わ
れ
た
新
茶
ま
つ
り
で

す
。
政
所
茶
の
生
産
者
た
ち
が
集
ま

り
、
奥
永
源
寺
渓
流
の
里
と
い
う
道

の
駅
で
新
茶
を
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
経
験
も

踏
ま
え
、
か
な
り
気
合
を
入
れ
て
販

売
を
行
い
ま
し
て
、
目
標
の
売
り
上

げ
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
何
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ほ
う
じ

茶
ラ
テ
が
完
売
す
る
ほ
ど
の
人
気
で

あ
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
す
。

ま
た
今
年
は
お
茶
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

も
試
行
錯
誤
し
た
一
年
で
し
た
。
お

茶
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
緑
色
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
使
っ
た
り
、
目
立
つ
た
め

に
金
色
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
煎
茶
を
販

売
し
て
み
た
り
し
ま
し
た
。
来
年
度

も
い
ろ
い
ろ
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
試
し

て
み
て
理
想
の
製
品
に
近
づ
け
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
イ
ナ
ズ
マ

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
２
０
１
９
」
に
出

店
す
る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。

ブ
ー
ス
で
は
政
所
茶
（
煎
茶
・
番

茶
・
ほ
う
じ
茶
）
の
試
飲
と
茶
葉

の
販
売
を
し
ま
し
た
。
当
日
は
雨

が
降
っ
た
り
、
天
候
も
あ
ま
り
よ

く
な
い
時
間
も
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
お
客
さ
ん
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
い
て
宣
伝
す
る
こ
と
が

今
年
１
年
間
を
通
し
て
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
や
マ
ル
シ
ェ
に
出

店
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
政
所
茶

の
宣
伝
を
し
ま
し
た
。
政
所
茶

の
認
知
度
は
滋
賀
県
内
で
も
ま

だ
低
く
い
の
で
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
魅
力
を
発
信
す
る
た
め

無
料
の
試
飲
・
茶
葉
の
販
売
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
今

年
は
滋
賀
県
下
最
大
の
音
楽

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
龍

神
ス
テ
ー
ジ
と
い
う
場
所

で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

お
笑
い
芸
人
の
ギ
ャ
ロ
ッ

プ
さ
ん
や
藤
崎
マ
ー
ケ
ッ

ト
さ
ん
達
に
も
ス
テ
ー
ジ

上
で
お
茶
を
飲
ん
で
い
た

だ
い
た
り
、
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。

政
所
茶
の
宣
伝
に
お
い
て

非
常
に
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

い
た
だ
き
大

好
評
で
し
た
。

お
米
は
滋
賀

県
産
の
「
み

ず
か
が
み
」

で
す
。

シ
ロ
ッ
プ

を
使
っ
て

い
た
だ
き

ま
し
た
。

















Jesuit House プロジェクト

プロジェクト紹介
　Jesuit Houseとはセブ市のパリアン (Parian)地区に位置するJesuit Houseは、 1730年に建設されたと言われるフィリピ

ンの中でも歴史ある建造物の一つである。もともとはイエズス会の高位な宣教師の住居で、住居は二棟構成で、各棟は連絡

橋で繋がっている。母屋は一階及び、二階ともにサンゴ石で構築されている。別棟の一階はサンゴ石、二階は木材で造られ

た混構造になっている。また木造部分の屋根の構造と粘土瓦は中国の影響を多分に受けている。そのために明王朝時代の陶

磁器も発見されている。現在の用途としては、母屋の一階はスグボ・ギャラリーと呼ばれる博物館になっており、資材置き

場などとしても活用されているが、建物の状態としてはかなり劣化している。

　また、Jesuit Houseは、ボホール島地震において、屋根瓦の一部が破損した。それにより母屋の一階部分である博物館に

まで雨漏りの影響が見られる。また外壁には亀裂が入り、今後発生が予想される自然災害によって全壊する可能性が高いと

考えられる。

背景 目的
パリアン地区は中小企業のオフィス街として栄えたが、 会社の大規模化やマーケットの一極化

により空き家や空き店舗が増加している。 一方で路上生活者も多く、 それに伴い治安が悪化

している。 また、 この地区には、 中国系メスティーソが多く住む、 少なくとも 400 年前のスペ

イン植民都市時代には形成されていた。 Jesuit House は現在、 地区の博物館として利用され

ているが、その存在はあまり知られることなく、建築資材置き場に博物館が隠れてしまっている。

また、 パリアン地区では建物が密集し、 交通量も多く街路が狭いため、 子どもが安全に過ご

せる場所が少ない。 また、 子どもがお酒やタバコ、 ドラッグに手を染めてしまう危険性がある。

以上のことから、 本プロジェクトでは、 この伝統的建造物を保全すると共に Jesuit House を含

む敷地一帯を地域コミュニティの拠点とすることを目指す。 そうすることで、 歴史価値の継承法

と空き家、 古い建物の活用法を目に見える形で示すことで、 地域イメージの回復や歴史ある

古建物を有する地区への波及効果が期待でき、 維持管理などを地元の人に依頼するなど、

新たな雇用を生み出し、 子どもの正常な生育を期待できる。 滋賀県立大学としては、 フィリピ

ンでの活動拠点とネットワークが得られる。 また、 現地の教育機関を交えることで教育プログラ

ムの発展や、 学生の問題意識の国際化が期待できる。

今年度の活動

1. 遺産修復計画ワークショップ（2019.9.14－9.20） ３. コミュニティ復旧ワークショップ（2019.12.13 ー 12.20）

滋賀県立大学、 芝浦工科大学、 ホーチミン市建

築大学が参加し、 ボホール島ではタグビラランの

地域計画、 セブ島では Jesuit House のギャラリー

計画と Jesuit House 周辺スラムの整備計画を考え

て市長やオーナーに対してプレゼンテーションをし

た。 タグビラランの都市計画ではいかに周辺の例

史的価値のある住居を活かせるかなどが鍵となり、

Jesuit House のギャラリー計画、 スラムの整備計画

では動線計画やデザイン性、 水資源の汚染など

現状での問題を見極めてうまく解決することが求め

られた。 どれも非常に難しく、 それぞれ 2 日程度

かけて日本人学生とベトナム人学生との間では皆

英語を用いて案を出し合い、 学生間で夜遅くまで

議論を深めた。

　○概要 　 ・ ボホール島 ・ タグビララン市の地域計画

　 ・ Jesuit House のギャラリー計画

　 ・ Jesuit House 周辺スラムの整備計画

　 ・ 建築学校の見学

　 ・ NPO 法人 「７スピリッツ」 の訪問

　○概要 ・ 寄付金を募る水彩画の展示

・ 養護施設 ・ 避難所 ・ 孤児院の訪問

・ セブの高校でのプレゼンテーション　　　　等

本活動ではパリアン地区のコミュニティに

潜入し、 復旧させることを目的とした。 約

1 ヶ月前に Jesuit House 周辺のスラムで

大規模な火災が発生し、 多くの人が住む

所を失い、 生活が困窮した。 それゆえ今

回は彼らに食べ物、 玩具などを提供する

いわゆるボランティアのような内容が多く、

それにより我々をより受け入れ、 心を通わ

せて話をしていただけたように思う。 その

他にも子供たちや学生とも交流し、 この

ワークショップによってセブ、 パリアン地区

のコミュニティについて深部まで知り、 プ

ロジェクトとして関わり合いを深める機会と

なった。 これからも携わっていく地を知り、

そこに住む人々たちと理解し合い、 信頼

関係を築くことは非常に重要である。

タグビラランの地域計画案（一例）

スラムの焼け跡

孤児院での配給の様子 避難所での配給の様子

Jesuit House のギャラリー計画案（一例）集合写真

５. 情報発信２.SITIO PANTIN 復興計画

SITIO PANTIN と呼ばれる Jesuit House 周辺の

スラムで大規模な火災が発生しその地域一体が

焼け野原となってしまった事態を受け、 それに対

し何か出来ることはないかを現在考えている。 セ

ブ市の政府のマスタープランとすり合わせながら

これまであったコミュニティをさらに良い形で提案

することを目標としている。 コミュニティスペース模型

現在 Jesuit House プロジェクトとして Facebook にて情報発信

をしている。 更新頻度は決して高くはないが、 セブに行って

ワークショップを丘なった際や、 Jesuit House の周囲に大きな

ことが起こった時などには情報を共有、 発信している。 投稿

は英語、 日本語それぞれで文章を載せ、 多くの写真を掲載

することで日本に住む人とフィリピンに住む人や海外の人達そ

れぞれが気軽に読んで理解できるように心がけている。 プロジェクトの Facebook ページ

４．クラフトジュエリーワークショップ
火災に遭った子供達や孤児達を対象にし

て、 手作りでアクセサリーなどを作るワー

クショップを行った。 行き場がなくスキルを

身につけられない子供達に新たな技術を

教え、 プロジェクト活動のコミュニティを広

げた。 ワークショップの様子
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Jesuit House プロジェクトでのそれぞれの計画案はセブにおいて非常にユニークなものだっ

た。 ただ、 主な問題の 1 つに古くからの住居と歴史についての可能性の欠如があった。 し

かし、 古い家と提案された展示スペースの間にオープンスペースを導入するという学生のア

イデアは素晴らしいと感じた。 私はそれが訪問者の体験を改善し、 同時に博物館と都市の

間の接続を確立できると思う。

遺産修復計画ワークショップでは Jesuit 周辺の計画を初めて関わる東京とベトナムの学生と問

題整理しながら考えられたことで新たな視点で物事を見ることができた。 また 12 月には火災を

受けてプロジェクトとして自分たちに何ができるかを再考することとなり、 そこに住む人たちと距

離を近くして多様なコミュニティに関わり合い力になることが出来た。 今後も現地の方々に寄り

添い、 自分たちがすべきことと出来ることを見極めて大元である Jesuit House をはじめ、 活躍

できる場を見つけて多様なコミュニティに参入していくことが必要である。






